
平成 19 年度九州考古学会大会について 

 
 

 

九州考古学会別府大会についてのご案内 

 平素は当会の運営にご協力いただき、誠にありがとうございます。 

 さて、皆様ご存じの通り、例年開催いたしております九州考古学会総会に加えまして、

一昨年度より夏期に大会を開催する運びとなりました。第２回目の今大会は大分県別府市

において開催することとなりました。大会詳細につきまして下記の通りご案内申し上げま

すので、ふるってのご参加よろしくお願い申し上げます。 

 お問い合わせは事務局までよろしくお願い申し上げます。 

期日：2007年 7月 21日（土）・22日（日） 

場所： 別府大学メディア教育研究センター4F（大分県別府市北石垣 82） 

事務局： 〒874－0915 大分県別府市桜ヶ丘 5組－2 

       別府大学歴史文化総合研究センター(担当：上野・玉川) 

       Tel. 0977-27-6116 ／ Fax.0977-27-6117 

 

テーマ：キリシタン大名の考古学 

 

200７年 7月 2１日（土） 



13：00～ 開会 

13：10～

14：30  

基調講演「キリシタン遺跡から見たキリシタン宣教」五野井 隆史（東京大学

名誉教授・英知大学教授） 

14：40～

15：40 

  

基調報告「巡察使ヴァリニャーニの見た府内」     坂本 嘉弘（大分県

教育庁埋蔵文化財センター） 

研究発表：キリシタン大名の町－キリシタン大名へのプロローグ－  
  

15：50～

16：30  

1． 肥前大村の成立過程                          

大野 安生（大村市教育委員会） 

16：30～

17：10  

2． 豊後府内の成立過程 ― 府中～府内へ ―            上野 

淳也（別府大学附属博物館）        

  

200７年 7月 22日（日） 

         研究発表：キリシタン遺物とキリシタン墓 

9：00～

9：40  

3． 府内出土のキリシタン遺物             後藤 晃一（大分

県教育庁埋蔵文化財センター） 

9：40～

10：20  

4． 高山右近の城 高槻城のキリシタン墓地        高橋 公一（高

槻市立埋蔵文化財センター） 



10：30～

11：10  

5．原城出土のキリシタン遺物                      

松本 慎二（南島原市教育委員会） 

11：10～

12：00  

6．キリシタン考古学の可能性                  今野 春

樹（寛永寺谷中近世墓所調査団） 

研究報告：キリシタン遺物を科学する 

13：00～

13：40   

7．南蛮交易と金属材料     平尾 良光（別府大学教授）・魯 序繽埋・

西田京平（別府大学大学院） 

13：50～

15：30   

シンポジウム                                

（コーディネーター 木村 幾多郎）  

  総評                五野井 隆史                           

 


